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3.2.1 Views and Beyond
Clementsらはアーキテクチャ文書化のための標準的な視点と，視点におけるアーキテクチャス
タイルを定義している (Views and Beyond; 以下 V&B)．V&B はアーキテクチャの記述法の標準
化を目指したものとして広く受け入れられているとの認識に立ち，本研究ではこれに基づいてアー
キテクチャ構築のための関心事の抽出を行なう．
V&B では SOA システムの構成要素とその構造を記述するための SOA スタイルが提案されて
いる．SOA スタイルを基本構造としたアプリケーションプラットフォームの構造を図 3 に示す．
SOAスタイルは Service Provider，Service Consumer，MessageServiceProvider，Orchestration
Server，Registry of Service，MessagingConnectorを構成要素としている．アプリケーションプ
ラットフォームはサービス間のメッセージングに関する機能を提供するプラットフォームである







S3 Architectureは SOAシステムのための標準的な参照アーキテクチャである．SOA の構築に
必要な関心事の分離を行なう指針を提供するために，SOAシステムの構成要素とその役割を抽象
化し，9層の階層構造を示している．S3 Architectureで示される階層構造を図 4に示す．図中の
左側の 5つの層は SOAアプリケーションの関心事を階層構造により分離している．右側の 4つの
層はシステム全体に横断する関心事を階層構造により分離している．右側の各層で扱われる関心事
は，サービス統合に関する Integration層，サービス品質に関する Quality of Service層，システ
ム全体で用いられるデータに関する Information Architecture層，システムの開発指針などに関
する Governance and Policies層である．
図 4 S3 Architectureの階層構造
横断的関心事の抽出のために，Integration層と Quality of Service層で扱われる具体的な関心
事を特定する．この内，サービス間のメッセージングを分離するアプリケーションプラットフォー







































































記述したプロダクトラインアーキテクチャを図 9 に示す．黒色の線では Object 間の Packet の
図 8 ISO9126の品質特性と特定した関心事 (一部)
送受信関係を示している．このオブジェクト間のメッセージングに関する関心事をアスペクトと
して分離していることを赤色の線と要素で示している．オブジェクトが別のオブジェクトにメッ
セージを送信するさい，これを実行せず Communication Type Aspectにメッセージが送られる．
Communication Type Aspectでは 1対 1，1対多の通信方式によるメッセージングを扱う．この









表 1 アプリケーションプラットフォームのプロダクトラインにおける変動点と候補値 (一部)
ここでは，この変動点と変動点を構成する候補値を特定した過程を説明する．過去の開発事例で














示す分類と FORM の層の対応関係を図 10 に示す．Capability 層には機能，非機能フィーチャ
を配置することから，Function と Quality Goal の分類がフィーチャとして現れる．Operating
Environment 層には環境に関するフィーチャを配置することから，動作環境の分類である Tech-
nology と開発環境の分類である Environment がフィーチャとして現れる．Domain Technology
層にはドメイン特有の実現技術に関するフィーチャを配置することから，Dataと Control Flowの
分類の中でも SOA システム特有のものがフィーチャとして現れる．Implementation Technique
層には一般に用いられる実装技術に関するフィーチャを配置することから，Dataと Control Flow
の分類の中でも一般的なものがフィーチャとして現れる．











図 11 アプリケーションプラットフォームの仕様モデル (一部)
る．機能として，メッセージ変換が存在するかどうかによって，Data Translation Aspectの有無


























技術に依存しない．関心事の特定に利用した V&B，S3 Architecture，ISO9126は一般に SOAシ
ステムに利用される標準技術である．この 3つの標準からほぼ共通した関心事が特定されたことか
ら，参考とする標準の種類としても十分であると考える．
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